

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　次の日にお坊さんを招きます。お坊さんの数は家にもよるのですけど、 1人か 2人か 4人














































それは 4人以上の僧侶を呼んで供養をします。その後15日、その後が 1月、その後 3か月、











































































































































































































































































































（ギャナ）　そうですね。死後に葬儀まで 5日か 7日かあります。だいたい 5日か 7日です。
もちろん 5日の場合には 5日間毎日布施をします。ご飯とかいろいろ献げます。自宅の仏壇
にです。お寺へ行ったり自宅の仏壇に差し上げることをします。
　バングラデシュの人々は、だいたい今のところは 5日間やっているかな。 7日間はなぜか
というと、たぶん武田先生がおっしゃったように『マハ ・ーパリニッバーナ・スッタンタ』に、
お釈迦様が亡くなった後に火葬をいつするか。経典の言葉があります。それと関わっている
と思います。 7日間ぐらいこういう供養をした方がいい、と。
（武田）　『マハー・パリニッバーナ・スッタンタ』の記事では、亡くなってから 7日経って
からとあります。
（嘉木揚）　供養のことはレジュメの 7ページ、 8ページに書いてあります。どういうふうに
すべきか方法を教えています。それを見ていただければ、死んだ人への供養の方法も書いて
あります。
（蒲池）　今日のお話の中で、亡くなった後にお参りをするか、ということで孫くらいまでは
しますと聞きました。それから後はないことになります。どうしてないのかというと、私は
たぶん日本とはこれが違うのだと思いますが、先祖や祖先の歴史、家と家系、家族と一族、
そういう関係性が違うようです。親族関係の組織が違う形なのだろうと思います。だから孫
まで。孫が終わったら、その後はもうわからなくなる。日本の場合はずっと繋がっている。
繋がるところに先祖という考え方が出てきたと思います。
（ギャナ）　もちろん仏壇というものは、バングラにも一応あることはあるのですが、ただ遺
骨を置くためだけに仏壇を作ることはないのです。そういう習慣がありません。遺骨を安置
するために仏壇を作るという習慣はないのです。
　供養の際に唱える「イタンゴヤキナンゴトゥーセキタンドヤートユクユク」という言葉は、
「私たちがつくった功徳を私たちの親戚、親類の人々のためになるように」という意味です。
こういう言葉は使います。ですから、功徳が親類の人々に、一代、二代、三代ではなく、わ
からないところまでずっと、その功徳が届くように願ってやっています。
（蒲池）　わかりました。
（武田）　時間になりました。話し足りないことも多いでしょうが、議論は深まったと思いま
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す。これをもちまして本日のシンポジウムを終わります。ご清聴ありがとうございました。（拍
手）
（司会）　先生方、本当にありがとうございました。会場の皆様、長時間にわたりましたけれ
ども、最後までご聴講いただきましてありがとうございました。最後に所長としてごあいさ
つを申し上げたいと思います。
　まだまだ話は尽きず拝聴したいところですけれども、時間となりました。今回のシンポジ
ウムは研究所の40周年記念事業、また東海印度学仏教学会の2017年度例会として企画し、実
施いたしました。ギャラリー展示も関連行事です。ぜひ観覧にお立ち寄りください。
　この記念事業の開催に当たりまして多くの方からご高配をいただきました。まず前田惠學
先生のご恩です。前田先生が、アジア仏教研究の国際的な進展を図ることを願われて、ご生
前に私どもの研究所に対して研究資金をお寄せくださっておりました。今回はそれを使わせ
ていただき、海外からお二人の現役研究者をお招きすることができました。40周年記念をこ
のような形で実現できましたことは、たいへんうれしく思います。ご参加いただきました皆
様に深く感謝を申し上げます。ありがとうございました。（拍手）
　今回は「アジア仏教の死者・供養観」というテーマでした。お話の中にもありましたよう
に、仏教というのは死んでからのことではなく、いつかは死ぬ人間がどう生きるかというと
ころが課題である、そういった点を射程に入れながら、今回は 3人の先生方にご発表をいた
だき、またパネルディスカッションをしていただきました。その成果につきましては来年度
の研究所紀要にまとめて発表させていただきたいと思っております。ぜひご期待ください。
　40周年を迎えました仏教文化研究所は、これからも「広く仏教文化の研究と興隆に寄与し、
もって地域社会に貢献する」という基本姿勢を堅持して取り組みを続けてまいりたいと思い
ます。今後とも研究所の諸活動にご理解とご参加を賜りますようお願い申し上げまして、こ
の場を閉じさせていただきたいと思います。本日はどうもありがとうございました。正面の
先生方にもう一度盛大な拍手をお願いいたします。（拍手）
　〈シンポジウム終了〉
